
当ファイルの著作権は㈱薬事日報社またはコンテンツ提供者に帰属します。当ファイル（印刷物含む）の利用は私的利用の範囲内に限られ、それ以
外の無断複製・無断転載・無断引用はご遠慮ください。当ファイル（印刷物含む）を社内資料、営業資料などでご利用される場合はご相談ください。

株式会社薬事日報社　TEL:03-3862-2141　shinbun@yakuji.co.jp　http://www.yakuji.co.jp/ 

（ 8 ）第12932号 2024（令和６）年 9 月13日　金曜日（第三種郵便物認可） 藥　事　日　報

分科会の見どころ・
聞きどころ 関連記事

８～11、14～16面

座長
　日本薬剤師会副会長

荻野構一
　埼玉県薬剤師会地域医療推進委員会 
　副委員長

中根直子

　本分科会ではＡＣＰ（Advance Care 
Planning）についての支援の方法等を
学ぶ機会を提供する。
　将来の人口動態予測から在宅医療の
需要がますます増大していき、薬剤師
もこれまで以上に退院支援、日常の療
養支援、急変時の対応、看取りの各ス
テージでその役割を担うこととなる
が、特に看取り期における緩和医療等
への参画では、多職種と連携してＡＣ
Ｐに関わることが予想される。薬剤師
の中ではなかなかＡＣＰの理解が浸透
していない状況で、さらなる理解を深
めていく必要がある。
　はじめに、「アドバンスケアプラン
ニングの実際」と題してのご講演を東
京大学大学院人文社会系研究科生成
額・応用倫理デンター会田薫子先生か
らいただき、ＡＣＰの臨床実践の実現
を一層可能とし、適切なＡＣＰの取り
組みのための方法等についてご解説を
いただく。
　次に、「人生会議において薬剤師が
できること」と題してのご講演を社会
福祉法人愛光園老人保健施設相生の西
川満則先生からいただき、薬剤師とし

て関われるＡＣＰやチームとして関わ
るＡＣＰについて薬剤師であり医師で
もあるご経験からご解説いただく。
　後半では医療法人社団澄乃会向日葵
クリニック中村明澄先生から「多職種
連携で繋ぐＡＣＰに基づくケアの実
際」と題してのご講演をいただき、全
ての専門職が本人の価値観や治療やケ
アに反映させるという視点の大切さ、
その価値観をチームで共有し反映させ
ていくことの大切さについてご解説い
ただく。
　最後に、ＢＦＣふれあい薬局飯能店
の池田里江子先生から「地域とともに
ＡＣＰを考える」と題してご講演いた
だき、薬局薬剤師のお立場でご地元の
で立ち上げられた「多職種連携座談会
ワールドカフェ」を通して多職種で自
由に話し合う場を作ったご経験をもと
に、様々な職種のどんな方でも一緒に
支えあう中でＡＣＰを考えるきっかけ
を作ってこられたご経験から解説をい
ただく。
　ＡＣＰの取り組みについては薬剤師
は遅れていると言われている中で、極
めてナイーブなことを含むＡＣＰにつ
いて、その患者さんに関わる全ての職
種と薬剤師が一緒になって参加するこ
とは大変有意義なことであり、積極的
な取り組みが求められていることを理
解いただき、進めていただく良い機会
になる分科会になれば幸いである。

（荻野構一）

チームで関わるACP、
チームで支えるスピリチュアルケア

座長
　日本薬剤師会理事

亀山貴康
　埼玉県薬剤師会理事

武笠真由美

　健康寿命が延伸する中、病気の治療
だけでなく、日常生活での健康維持と
病気の予防が重要となり、薬局には、
処方箋調剤だけでなく、地域住民への
健康教育や生活習慣病予防、ＯＴＣ医
薬品の適切な使用指導などの健康サ
ポート機能を発揮することが求められ
てる。本分科会では、それらの課題に
薬剤師がどのように関与できるかを多
角的に検討し、具体的なアプローチを
考察する。
　はじめに、「ここからはじめる！薬
剤師のための臨床推論　意図して病
歴・バイタル・身体所見をとりにいく
ために」の著者で日本内科学会総合内
科専門医である、北海道科学大学薬学
部客員教授の岸田直樹先生から「薬局
での症候別トリアージ」（仮）と題して、
地域住民の初期症状に迅速かつ適正に
対応するための基本と実践などを解説
しながらご講演いただく。
　次に、日本薬剤師会会長の岩月進先
生から「地域包括ケアとＯＴＣ医薬品」
と題して、薬局薬剤師は、地域住民の
ために専門職として何ができるのか、
どの様な役割を果たすべきなのかを改
めて考え、地域包括ケアシステムの完

成に向けた中、調剤のみならず、薬局
の持つ本来の機能をどのように実践し
ていくかについて、薬剤師の未来と薬
局の本質を含めてご講演いただく。
　また、新潟薬科大学薬学部社会薬学
研究室の富永佳子教授から「管理栄養
士との連携推進のために薬剤師ができ
ること」と題して、栄養ケア・ステー
ションや地域ケア会議で管理栄養士と
薬剤師の互いの業務の理解の重要性
と、一歩踏み出すために必要な知識や
学習リソース、課題洗い出しのための
質問例などについてご講演いただく。
　さらに、地域の健康サロンにキッチ
ンカーで出向き、地域住民に向けて健
康サポート活動を行っている秩父郡市
薬剤師会営おがの薬局の町田一美先生
から「地域に向けた健康サポート－薬
剤師＋キッチンカー」と題して、その
ユニークなアイディアで地域住民の楽
しみと集まるきっかけを作った、地域
住民に寄り添う健康サポートの具体的
な実践例とその成果についてご講演い
ただく。
　最後に、パネルディスカッションで
は、講演者と参加者が意見を交換し、
地域の健康増進とセルフメディケー
ション推進に向けたアクションプラン
を模索する。多職種との連携や地域住
民へのアプローチ方法についてのディ
スカッションは、参加者にとって大き
な刺激となることを期待する。

（亀山貴康）

地域の健康増進とセルフメディケーション
推進への薬剤師の関与

座長
　日本薬剤師会常務理事

堀越博一
　春日部市薬剤師会理事

高橋清哲

　本分科会では、海外で医療に従事す
る薬剤師の重要性と役割について深く
学ぶ。
　まず、Ｊ-ＴＯＰによる米国テキサ
ス大学ＭＤアンダーソンがんセンター
での研修を通じて得た知見や海外の医
療環境と日本との違いについて取り上
げる。また、薬剤師がエビデンスの作
り手として積極的な役割を果たすこと
についても探求する。
　次に、医療ＩＣＴ先進国であるエス
トニアの事例を紹介する。エストニア
では、厚生労働省が計画している医療
ＤＸが10年以上前に実現した。デジタ
ル処方箋の普及により、薬剤師を含む
医療従事者の働き方や意識が大きく変

化した。このような先進国における薬
剤師の役割や貢献についても詳しく探
究する。
　さらに、自然災害や大規模な紛争、
人道危機の多発によって医療援助が必
要とされる場面も増えている。こうし
た緊急事態において、薬剤師は医薬品
の管理や使用方法の専門家として緊急
医療救援チームの一員として重要な役
割を果たす。
　実際に紛争地で活動した事例も取り
上げ、薬剤師の活動の意義や経験につ
いても考察する。
　本分科会で海外の医療に関わって活
躍する薬剤師の役割について学び、海
外での医療活動に興味を持つ薬剤師
や、国際的な視野を持ちたい方々に対
し、実践的な知識と洞察を提供する。
海外での医療に関わる意義や可能性に
ついて一緒に考えてみたい。

（高橋清哲）

海外で彩とりどりに活躍する薬剤師


